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1937年度接近の火星観測報告（3）

木邊　成麿（眠声）

　li＿旦　渡邊氏に依れば，1日には描かれて居る．然し2，3，4日の良シ1イン

グの日には不鮮明で，少し白い部分が，ボンヤリとする程度に過ぎない．10，

11日爾日も同様である．14日には幾分白さが増した様であるが，特筆する程で

はない．所が，17日2ih及び23hのスケチでは著しく光輝を増し，18日は30。～

40。角に白い部分が擾がり，特に中央部が白く出て居る．20，21，23日の観測

では，一層・なほ白くなり，28日に到っては50。角位の範團に達して居る（極中

心で〉，一一：方，前田氏のも，10日には別段北極地方に異常はなV、が，17，18日

頃から廣範な白い部分が北極中心に拙來，その後角度は60。に迄逮して居る．

然し，渡邊氏と同様に全県に白くは無く，火星の地肌の色が，一部に入り込ん

で居る．木邊氏のスケチも，12日迄は全く北極冠を認めなかったのが，17日に

は白い感電のものが北極地方に見られ，損さは50。測位である．．23，25日に到

って，その中に微かに見へて居た黒い部分が殆んど消へ失せ，非常に白く，

60。角に迫る油気き・くなって居る・伊達氏も，12日迄は北極地方が薄暗く，18

日には明瞭でなVbが少し白く，19，20日のスケッチでは，40。角位の損がりを

持った白色部が北極に出來て居る．

　7月　渡邊氏は6日にスケチして居る．依然白さは彊V・が，少し小さくなっ

た．前田氏のも同様らしい．

　木鼠氏のは2日，8日は依然60。角も白く，25日には少し小さく，濃口さも衰

へて，割れた様に黒V・部分が喰V・込んで居る．伊達氏は3日，6日に観測して居

るが，心魂は著しく縮小して，20。内外である．

　以上が北極冠のスケチに顯はれた消長である．結局，4月に殆んど浩失に近

い万態となり，其の頃から，極には薄い霰が屡々酸生して，充分に見られなか

った檬である．5～6月には残って居たか，完全に酒失したか，共に明言出來

なV・・とにかも其の歌態が6月15日位まで績V・て居た様である・所が・6月17

日前後から，突如として，北極に異攣を生じ，撞大な白雲に薇はれた．この日

い部分が，火星面上に固着した極冠だとするのは早計だが，然し，低緯度地方
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に見られる白雲と同じものでない事も明らかである．多分可なり恒久的な氣象

條件の三三を物語る白雲であると考へて誤りは無からう．何故なれば，恒久的

な極冠で無V・記擦としては，7月に入って幾分縮少し，8月にも決して大きくな

い事から推定され，文軍なる白雲でなV・事も，多くの白雲が長くて敷日より同

一場所を占めないのに封し，6月17日爽生を下見してから以後は，縮少はして

も，治失しなかった事からして想像出來る．多分，其の下には，直接に見えて

は居ないが，極冠が結成されつつあったと想像される．丁度この氣象の激攣は

火星秋分の20日前に借る事を附言して置く・

　B．南極冠　共同観測に入った四時，漸く南牛球は春分前，春立ち初めた所

．である・然し，地球との相即位置の關係上，観測期聞申は南極は見られなV・様

になって居たので，充分観測出町なかったが，3月～6月半常に南方に少くとも

60。位以上眞白な極冠が細く見えて居た．一見，梢青味を帯びて見へて居たが，

それは火星面の樫赤色に封ずるコントラスト効果と思へばよからう．

　Rima（飾馬）は各回測者とも爾極共に確實には認められなかったが6月23日に

渡邊氏が北極冠の東方に白V・雲塊の如きを認め，それと極冠の闇に淡暗のバン

ドを認めてみるが，これは勿論Rimaではない．総じて，今回は北極冠附近に

度々大きV・雲塊を見たし，叉火星表面に素晴らしV・E大な白雲や黄雲を認めた

が，詳細は後章「火星面上の雲」の項にゆつる。

　11．表面の詳細　各模様の経度緯度の攣化や，大きさ等の測定，所謂蓮河と云

はれるものの幅，長さの測定等の整理は到底1～2年の短時日で結果の出るもの

でなく，叉磯表しても門門の観測者以外に何等興味のあるものでないからこれ

等は止して，模様や運河を今回の観測によってどう云ふ檬子を示したか，攣化

の有無，色彩の槍出等につき記す事とする．論明の便宜上火星面を6三分に分

けて説明します．尚緯：度の方は十60。から一60。迄とす．

　　　　第1匠　サベウス灘とエリスレウム海附近　（310。～10。）

　サベウス溝一普通火星圖に見る如き輕くカ1ブした青三色の溝で，その東

端に火星面の経度0。を示すメリラ㍉アニ溝（俗にアリンの爪と櫓される）が濃く

鋭い入江を形造ってみる・1935年の接近には口径の小も一原因かも知れなV・が，

木邊氏35糎にも爪形には見えなかったが，今回はSeeingさへ灘かなれば15糎
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～20糎の口径にも明瞭に爪形が見られ，1935年度のマドロス・パイプ形と面白

い攣化を見せてみる．東側の爪はサベウスから出てみるが，西側の爪はこれと

分離して淡い太い島島で縫がれてるるのを知ったのも，今回の二二の一つだら

う．このサベウス灘の南方にパンドラ海峡があるが，1935年度には淡く：或は全

然見えなかった位だつたが，今回は4三共（渡邊，前田，木下，伊達）明確に認

め，しかも非常に美事な牛圓形を謁いてマ1ガリチフエル灘に接績してみるの

が見られた．從ってパンドラ海峡とサベウス濁の聞のデユ1カリオニス地方は

極めて美しく見られた・メリデづアニ灘の東側の爪形の東に接して抱かれてみ

る様な恰好で東西に長い楕圓形のエドムがあるがこれも白く見られた．サベウ

ス灘の灘口から南方へ延びたヘレスポンチn．スは4入共認めてみる・北方へ行

って330。十400vaあるイスメニウス湖は，其東方に績き有名なニロ・シルチスに

接してみるプロトニルス蓮河と共に相當濃く，ロ1エルの如き軍に圓形のもの

でなく東西に長V・三三形に近V・おたまじゃくし形に認めてみる．これから北方

ヘアルノン運河によって蓮結されたアレスサ湖は，渡邊，前田爾氏によって確

認された．

　msrpT一一一・一サベウス溝から北方イスメニウス湖迄の闇の砂漠地方には，所謂ロ

1エル派の蓮河が蜘蛛の巣の如くネット・ワ1クを示してみる庭で，東方から

順次名を學げると，サベウス灘の中央部から東地方へ走ったフィソン蓮河，同じ

虚から北方へ走ってイスメニウス湖へ入ってみるエウフラテス蓮河の2本は渡

擾，前田雨氏及小生によって極く細V・美しいキヤナルと確認した．アリンの爪

からエウフラテスへ延びたオロンテス，イスメニウスへ延びたヒヂヶルの2運

河は渡遊氏により同じく細いものに見られたが，小生はヒデケルを相當太く見

てみる．

　アレスサ湖からアシグリウム海へ延びたカリルホ1工蓮河，ルナエ湖からマ

1ガリチフエル騰へ延びたオタサスπ，1蓮河は共に四入の観測者に見られた・

　　　　　第2匿　エリスレウム海及アシダリウム海　（100～70。）

　この邊は南牛球にはエリスレウムと呼ぶ大海があり，北牛球には唯一っの海

アシダリウムがあって，望遠鏡裡には大シルチス附近に劣らぬ見物である．父

今回はアシダリウム海の南方からチト＝一ウス湖附近東西へ長く延びた亘大な白
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雲（或は霞）が見られたので，杢火星面中最も興味を感じた地匿である．可愛い

赤いDisc上に上方にはエリスレウム海，下：方には蝿の脆け殻の様な形をした

アシグリウム海が自鯨に從って種々に形態を攣へ乍ら東から西へ廻轄する面白

V・様，或は東西に長く棚引いた白霧が日毎に西方に延び乍ら獲達し千切れ千切

れになって消失する興味あるフ，チアは，吾々テレスコピストにのみ與へられた

樂しみである．閉話休題。

　赤道少し北から南方に向って三曲してパンドラ海挾に注ぐマ1ガリチフXル

溝はアリンの爪と共に有名で，ここから前述のカンタブラス，オクサスの2運

河及アシダリウム海と連絡するインダス運河が走崩してみる．この選とパイレ

地方を中闇に丁丁に接してみるのはエリスレウム大海で北方へ特に突出してみ

る虚はオ｝ロラ濁と呼ばれ，今年はこの溝が持に掲回して濃く楕下形を呈し，

この南方のネクタリス溝附近の濃い楕円形の入江と共に2っの垣下形の如く見

え，大海と云ふ感じがしなかった．それがため接近最初の親直径の小さV・頃よ

く移替するソリス湖とチトニウス湖と聞違って弱った程攣った有様を呈してみ

た．この邊一帯の色彫は反射鏡には青次色，屈折鏡には樺色の強い単色に見え

た様である．

　北下球唯一の海たるアシダリウム海は，アントニテヂ氏の火星固によれば恰

も蝉の脱殻の如き形を示し，しかも南端に近く突出した2つの同（ニリアクス

湖）を持ってるる・併し今年のアシダリウムは特にヤクサルテス，タナイス爾蓮

河が濃かったので，頗る不安定な今にも東へ倒れさうな姿であって，辛うじて

太い二本のニロケラス運河によって引つばられてるる……と云ふ感じがした．

アシダリウム海の南方に接するニリアクス湖は南端の尖った三角形に近い形態

で，2っの突起は見えない．この湖とアシダリウム海の聞のアチリスはシ1イ

ング良好の時に20cm以上の器械に明瞭に見られた．

　ルナエ湖は接近の最初は東西に長い楕園形だつたが，前田氏はこれが2っの

鮎の集合と分離し，叉接近の絡に近く，この邊一帯（クサンテ方面）が恰も氾濫

せる如く黒くなり，ルナエ湖が非常に大きく櫨がつた様に見られた．

　再び南孚球へ移ってエリスレウス海の南方に位するアルガtヤ大陸は望遠鏡

裡には非常に青色が旧く力職つた白色の孚門形に輝き，丁度1935年度のヘラス
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』．ｽ陸を偲ばせた．これは砂漠地方の椎黄色や海と呼ばれる森林地帯の青友色に

離し瞑の毘むる檬な鮮やかなコントラスを示してみた．

　運河一この地薩の蓮河は殆んど全部太く所謂ロ1エル派のものは見られな

かった．只ニロケラスが二本に見え（但しダブル・キヤナルとは別）略並行して

ルナm湖へ走ってみた以外タナイス，ガンヂス，イスタ1等の比較的太い淡い

蓮；河が見えた．（未完）

紳戸支部三品

昭和13年1月8日18時

三戸市元町四丁目　大丸食堂にて
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　〔第103頁より〕

決された．

　1．會計報告がなされた結果，非常時物債騰貴等による経理蓮輻上の支障を

補ふべく，明年度より三三の改正案が提出され，種々評議の後，賛成の動議あ

って満場一致可決せられ，（年額4園）

　2．理事欠員補充として，崔部進氏を満場一致にて選出可決せらる．

　かくて18時頃，會員一同食卓を團むことxなり，この時，會長演論に入i），

山本會長により本協會の將來進むべき方針等の談話あり，やがて，有志は懇親

晩餐會を開き，和氣は堂に満ち，時の経つのも忘れた．藏に各々刺！戸支部の蛮

展を新婚しつs，意義ある時局下の総會は盛宴裡に滞りなく，経了を告げて行

った．

附記・絡會開催に當り，曾てより準備及び當日の庶務に無力されし，榊戸支

部幹事の方々の御厚意に深く感謝致します，（事業部）


